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【高等学校福祉科の変遷】  

日本の高等学校における福祉教育の歴史的背景と、専門高校の福祉科が果たす役割についてお話しいただき

ました。放課後の活動などから始まった福祉教育が、時代や社会の要請に応じて発展し、人間形成を支える教

育の場として確立され、福祉科が正式な教科として新設されるまでの歩みについてご説明いただきました。ま

た、制度改正に伴う教員免許や資格取得要件の変遷、全国福祉高等学校長会の設立経緯などにも触れていただ

き、現在の福祉教育を支える基盤がどのように築かれてきたのかを知ることができました。 

さらに、専門高校の教員の資質向上や海外研修を通じた次世代の専門人材の育成、生徒の学習意欲や介護技術

を高める介護技術コンテストの意義など、福祉教育の質を高めるためのさまざまな取り組みをご紹介いただき

ました。福祉教育には、専門的な知識や技術の習得だけではなく、豊かな人間性を育み、地域社会を支える即

戦力となる人材を育成する重要な役割があることを改めて考える機会となりました。 

一方で、少子化に伴う志願者の減少や専門性を有する教員の不足など、福祉系高校が直面している課題につ

いても触れられました。こうした状況の中で、専門教育が持つ社会的な価値を改めて認識し、その魅力や意義

を広く社会へ発信していく必要性が示されました。特に、高校生が介護福祉士国家試験において高い合格率を

あげていることや、地域貢献活動を通して地域福祉の担い手として活躍していることは、福祉系高校の大きな強

みであり、こうした成果を積極的に発信していくことの大切さを共有することができました。 

これまでの福祉教育の歩みと、それを支えてきた全国福祉高等学校長会の活動を振り返ることで、これから

の福祉教育に求められるものや、高校生が地域福祉の担い手として輝くために必要な教育について考える貴重な

機会となりました。そして、「まずは動くことからすべては始まる」というメッセージから、何事にもまず挑戦

してみることの大切さを学び、今後の福祉教育に取り組む意欲につながる時間となりました。 
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